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マ
ッ
チ
レ
ー
ス
の
普
及
と 

現
実
の
ジ
レ
ン
マ

　
初
の
全
日
本
選
手
権
は
１
９
９
７
年
、

蒲
郡
で
ヤ
マ
ハ
23
を
使
用
し
て
行
わ
れ

た
。
参
加
選
手
数
は
８
チ
ー
ム
ほ
ど
だ
っ

た
か
。
そ
も
そ
も
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
は
、
他

ク
ラ
ス
と
並
行
し
て
行
う
選
手
が
圧
倒
的

に
多
い
。
ま
た
、
１
マ
ッ
チ
で
２
チ
ー
ム

し
か
戦
え
な
い
と
い
う
性
質
上
、
週
末
２

日
間
の
レ
ー
ス
に
出
場
で
き
る
選
手
の
数

は
せ
い
ぜ
い
10
チ
ー
ム
。
し
た
が
っ
て
、

マ
ッ
チ
レ
ー
ス
の
底
辺
を
拡
大
し
て
普
及

さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
は
強
ま
る
も
の

の
、
参
加
選
手
数
を
増
や
す
こ
と
は
容

易
で
は
な
く
、
初
期
の
Ｊ
Ｙ
Ｍ
Ａ
は
常
に

こ
の
ジ
レ
ン
マ
に
悩
ま
さ
れ
た
。

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
の
創
造

　
そ
の
よ
う
な
中
、
Ｊ
Ｙ
Ｍ
Ａ
が
い
ろ
い

ろ
な
人
た
ち
の
協
力
を
得
な
が
ら
作
り
上

げ
た
の
が
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
の
ヒ

エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
だ
。
当
初
は
年
間
４
回

程
度
の
公
式
レ
ー
ス
し
か
な
く
平
板
な

イ
ベ
ン
ト
構
造
だ
っ
た
が
、
葉
山
を
ベ
ー

ス
と
し
て
日
本
セ
ー
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

運
営
に
よ
る
Ｍ
Ｒ
と
呼
ば
れ
る
裾
野
拡

大
の
た
め
の
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
が

作
ら
れ
、
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
に
１
つ
の
階
層

が
で
き
あ
が
っ
た
。
こ
れ
は
、
国
内
の

ト
ッ
プ
選
手
を
除
く
ラ
ン
キ
ン
グ
の
中

位
者
が
優
先
的
に
出
場
資
格
を
持
つ
も
の

で
、
参
加
選
手
層
を
拡
大
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
マ
ッ
チ
参
入
者
に
対
し
て
、

上
位
に
入
り
込
め
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

る
こ
と
に
も
貢
献
し
た
。

　
ま
た
、
新
西
宮
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
で
も

関
西
Ｍ
Ｒ
シ
リ
ー
ズ
が
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
新
た
な
階
層
が
で
き
る
と
同
時

に
、
地
域
的
に
も
門
戸
が
拡
大
さ
れ
た
。

さ
ら
に
は
、
各
大
会
を
全
日
本
選
手
権

の
予
選
と
す
る
こ
と
で
、
全
日
本
選
手
権

大
会
を
最
高
峰
の
大
会
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
入
り
口
を
拡
大
し
て
入

門
者
を
増
や
し
、
初
心
者
、
中
位
層
の
技

量
を
上
げ
、
さ
ら
に
上
位
者
の
技
量
も
上

げ
て
い
く
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
が
で
き
あ

が
っ
た
。
五
輪
出
場
選
手
や
ナ
シ
ョ
ナ

ル
チ
ー
ム
選
手
の
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
へ
の
参

戦
は
、
こ
の
よ
う
な
努
力
が
奏
功
し
始

め
て
い
る
証
と
言
え
よ
う
。

視
野
を
変
え
た
門
戸
の
拡
大
策

　
一
方
、
別
の
視
野
か
ら
の
門
戸
拡
大
を

図
っ
て
い
る
の
が
、
女
子
選
手
と
ユ
ー
ス

選
手
の
拡
大
で
あ
る
。
幸
い
に
も
女
子

マ
ッ
チ
は
ロ
ン
ド
ン
五
輪
の
正
式
種
目
に

採
用
さ
れ
た
が
、
国
内
女
子
マ
ッ
チ
選
手

を
育
成
す
る
の
は
簡
単
で
は
な
く
、
苦

戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
選
手

の
総
数
が
少
な
く
、
さ
ら
に
女
子
選
手

だ
け
で
チ
ー
ム
を
作
る
難
し
さ
が
大
き
な

負
担
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｙ
Ｍ
Ａ

で
は
今
年
度
は
女
子
チ
ー
ム
の
概
念
を

「
女
子
選
手
を
半
数
含
む
チ
ー
ム
」
と
定

義
し
、
女
子
選
手
の
参
入
と
育
成
を
図

る
こ
と
と
し
た
。

　
他
方
、
も
う
１
つ
の
課
題
が
ユ
ー
ス
選

手
の
育
成
だ
。
若
手
に
限
ら
ず
優
秀
な

選
手
は
必
ず
し
か
る
べ
き
ク
ラ
ス
で
活

躍
し
て
お
り
、
忙
し
い
練
習
や
レ
ー
ス

の
合
間
を
縫
っ
て
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
へ
の

参
戦
を
促
す
こ
と
も
ま
た
簡
単
で
は
な

い
。
彼
ら
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
な
ら

ば
、
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
の
12
月
か
ら
２
月

を
活
用
す
る
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
が
必
要

と
な
る
。
本
年
は
１
月
末
に
東
京
・
若

洲
で
ジ
ュ
ニ
ア
を
対
象
と
し
た
Ｏ
Ｐ
級

に
よ
る
「
若
洲
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
」
を
開
催

し
て
好
評
を
得
た
が
、
こ
の
よ
う
な
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
の
施
策
を
拡
大
し
つ
つ
、
ジ
ュ

ニ
ア
、
ユ
ー
ス
選
手
の
育
成
を
図
ろ
う

と
し
て
い
る
。

マッチレース、
選手層の拡大とユースの育成。
そして「アジア最強」を目指す！
日本ヨットマッチレース協会（ＪＹＭＡ）は、
その前身の日本ヨットマッチレース選手会（ＪＹＭＣ）が発足してから今年で14年を迎える。
その14年を振り返った。

吉田工作選手が参加したコリンマリンズカップの1シーン。
連日の強風が吹き荒れた
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吉
田
工
作
選
手
の
活
躍
と 

恵
ま
れ
た
ユ
ー
ス
環
境

　
吉
田
工
作
選
手
の
登
場
は
マ
ッ
チ
レ
ー

ス
界
に
と
っ
て
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
１
つ
と

な
っ
た
。
ジ
ュ
ニ
ア
時
代
か
ら
セ
ー
リ
ン

グ
セ
ン
ス
の
よ
さ
は
折
り
紙
つ
き
。
昨
年

か
ら
始
ま
っ
た
関
西
Ｍ
Ｒ
の
マ
ッ
チ
レ
ー

ス
イ
ベ
ン
ト
が
追
い
風
と
な
り
、
吉
田
選

手
は
一
気
に
公
式
戦
の
舞
台
に
上
が
っ
て

き
た
。
ベ
テ
ラ
ン
や
名
人
揃
い
の
公
式
戦

で
は
な
か
な
か
上
位
に
入
れ
な
い
が
、
確

実
に
腕
は
上
げ
て
お
り
、
今
年
の
１
月
末

に
豪
州
パ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
コ
リ
ン
マ

リ
ン
ズ
カ
ッ
プ
（
ユ
ー
ス
マ
ッ
チ
）
に
駒

を
進
め
た
。
上
位
入
賞
は
か
な
わ
な
か
っ

た
が
、
海
外
で
の
貴
重
な
経
験
は
確
実
に

今
後
の
糧
に
な
る
だ
ろ
う
（
参
戦
記
別

掲
）。
ま
た
、
そ
の
活
躍
が
米
国
の
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ン
パ
イ
ア
の
目
に
止

ま
り
、
７
月
に
米
国
東
海
岸
の
ロ
ン
グ

ビ
ー
チ
で
開
か
れ
る
ガ
バ
ナ
ー
ズ
カ
ッ
プ

へ
の
招
待
も
手
に
入
れ
た
。
か
く
も
か
よ

う
に
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
。

　
彼
の
活
躍
と
ユ
ー
ス
に
与
え
ら
れ
た

チ
ャ
ン
ス
の
大
き
さ
に
若
手
セ
ー
ラ
ー
た

ち
が
気
づ
き
、
多
く
の
選
手
が
ユ
ー
ス

マ
ッ
チ
の
世
界
に
飛
び
込
ん
で
く
る
こ
と

を
大
い
に
期
待
し
た
い
。

今
年
の
目
標
は
ア
ジ
ア
最
強
！

　
最
後
に
一
言
。

　
今
年
の
Ｊ
Ｙ
Ｍ
Ａ
の
目
標
は
「
ア
ジ
ア

最
強
」
の
地
位
の
確
保
。
具
体
的
に
は
11

月
の
「
ア
ジ
ア
大
会
で
の
金
メ
ダ
ル
獲

得
」
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
に
お
い
て
頭
ひ
と

つ
抜
け
出
し
た
日
本
国
内
の
マ
ッ
チ
レ
ー

ス
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
ア
ジ
ア
大
会
の
場
で

知
ら
し
め
、
そ
れ
を
糧
に
し
て
、
さ
ら
な

る
選
手
層
の
拡
大
と
育
成
を
図
っ
て
い
き

た
い
。（
今
津
浩
平
）

　西オーストラリア・パースのスワン川で行
われた25歳以下のISAFグレード３のマッチ
レースで、隔年に開催される。使用艇はファ
ンデーション36。
　吉田工作と森田栄納介さんの２人が地元の
ユースセーラー４人と合流し、チームを編制。
連日、10ノット後半から30ノットが吹き荒れた
が、このボートは乗りやすく、ハンドリングに
はまったく支障がなかった。
　今回は10チームが参加し、スキッパーの平
均年齢はおよそ21歳。私を含めて10代のセー
ラーも多くいた。
　彼らのレーシングスタイルはアグレッシブ
で、攻めと守りのメリハリがはっきりとして
いた。それらは単純な人間性の違いから来る
ものではなく、彼らが何度もシミュレーショ
ンして得た多くの情報からの緻密な作戦であ
り、そのぶつかり合いが激しいマッチ生み出
しているのだと肌で感じた。そして、彼らの
マッチにはルールを知らない人が見ても興奮
するほどにスリルがあると思った。
　今回、苦労したのは日本とオーストラリ
アのアンパイアリングの違い。国内マッチ
で何度も議論されているポートストレッチ
でのジャイビングはすべてグリーンで、選手
もまったく気にしていない。さらに、上下に
関しては15条ではなく11条として扱われて
いるケースが多かったように感じた。「マッ
チレースである以上、起こりうるケースをあ
らかじめ想定することができるため、急激な
……というのは少し変わってくる」のだそう

だ。
　結果は、僅差で敗れることが多くあり残念
だった。一番差を感じたのは、スタートライ
ンまでの距離と時間の把握能力。
私がプレスタートにおいて重要視しているの
は 「ペナルティを取る」、「相手を追い出す」と
いう点。しかし、海外の一流選手は、単純に
「ジャストでスタートする」ということを重要
視しているのに気づいた。私は距離と時間の
把握が他選手よりも甘くなり、その結果、半艇身
ビハインドでスタートしそのまま敗れてしま
うケース多かった。勝敗因はペナルティを取
るか取られるかではなく、スタートが綺麗に
決まるかどうかということだった。
　不本意だったが、敗因が明確になったこと
で結果に悔しさはない。しかし、もっと早くか
らマッチに触れたかったと思った。若い、少
しでもマッチレースに興味のある選手は、お
それることなく海外のレースに参加していた
だければと思います。
（吉田工作）

大きな経験をつんだ吉田工作選手

英国マーク・リー選手を相手にYフラッグを揚げる吉田艇。（photo by Jenny Twine）


